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こ
れ
ま
で
の
経
緯

　

市
立
病
院
は
、
昭
和
26
年
の
病
院
開
設

か
ら
、
こ
れ
ま
で
地
域
の
中
核
的
な
医
療

機
関
と
し
て
、
医
療
の
提
供
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
18
年
に
救
急
医
療
に
お

け
る
過
剰
な
負
担
な
ど
を
理
由
に
、
内
科

医
が
一
斉
に
退
職
し
、
経
営
危
機
に
陥
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
総
合
内
科
と
専
門
診
療
科
が

連
携
す
る
新
た
な
診
療
体
制
の
構
築
を
目

指
し
、
経
営
の
立
て
直
し
に
道
筋
を
つ
け

つ
つ
あ
り
ま
し
た
が
、平
成
28
年
度
以
降
、

新
専
門
医
制
度
の
導
入
を
契
機
と
す
る
指

導
医
の
転
出
な
ど
に
よ
り
、
総
合
内
科
医

の
退
職
が
続
き
、
診
療
機
能
が
大
幅
に
低

下
し
た
結
果
、
再
び
危
機
的
な
経
営
状
況

と
な
り
ま
し
た
。

数
字
で
見
る
市
立
病
院

　

平
成
28
年
度
以
降
の
内
科
医
の
相
次
ぐ

退
職
は
、
市
立
病
院
の
経
営
に
ど
の
程
度

影
響
を
与
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
特
集
で
は
「
入
院
・
外
来
患
者
数
」

「
診
療
収
益
」「
累
積
欠
損
金
」「
借
金
（
負

債
）」
の
４
つ
の
数
値
に
注
目
し
、
近
年

の
推
移
を
紹
介
し
ま
す
。

　

内
科
医
の
減
少
に
よ
り
内
科
系
患
者
が

減
少
し
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、
全
体

の
患
者
数
も
減
少
し
て
い
ま
す
。
患
者
数

が
減
少
す
る
と
、
そ
の
分
収
益
も
減
少
し

て
い
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
近
年
は
減
収
傾

向
が
続
き
、
令
和
元
年
度
決
算
で
は
、
診

療
収
益
（
入
院
・
外
来
の
収
益
）
が
前
年

度
か
ら
約
３
億
３
０
０
０
万
円
の
減
収
、

最
終
損
益
は
約
10
億
８
１
０
０
万
円
の
赤

字
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
数
値
か
ら
も
病

院
の
収
益
確
保
の
た
め
に
は
、
医
師
の
確

保
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

▼ 

累
積
欠
損
金
、
借
金
（
負
債
）

　

ま
た
、
減
収
に
よ
っ
て
多
額
の
損
失
が

発
生
し
、
累
積
欠
損
金
も
増
加
し
て
い
ま

す
。
累
積
欠
損
金
は
借
金
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
財
政
基
盤
の
強
化
に
向
け
て
、
早

期
の
解
消
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

一
方
、
借
金
（
負
債
）
は
近
年
、
80
億

円
台
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
企
業
債
は
減

少
し
て
い
る
も
の
の
、
運
転
資
金
確
保
の

た
め
借
り
た
、
銀
行
か
ら
の
一
時
借
入
金

や
、
江
別
市
の
一
般
会
計
か
ら
の
借
入
金

な
ど
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

江
別
市 

最
大
の
課
題
を
見
つ
め
直
す

純損失・累積欠損金の推移
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借金（負債）の推移 

企業債 他会計借入金 一時借入金

H27 H28 H29 H30 R1
0

5 億

10 億

15 億

約
4.8
億

150 億

100 億

50 億

約 78 億

約
4.6
億

約
6.9
億

約
11.4
億

約
10.8
億

約 101 億
約 111 億

約 82 億 約 89 億

純損失 累積欠損金

H27 H28 H29 H30 R1
0

20 億

40 億

60 億

80 億

100 億
約84.6億 約84.1億 約81.8億 約82億

約86.7億

▼ 

入
院
・
外
来
の
患
者
数
、
診
療
収
益
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令和２年度　
市立病院の主な取り組み

経営再建に向けたロードマップ
集中改革期間　初年度

　 　回復期の患者受け入れ

　札幌市内の病院と連携し、容体が重篤な状態であ

る急性期を乗り越え、回復期に入った患者さんを受

け入れています。

　 　もの忘れ外来の新設

　「直前のことを忘れる」「今日の日付がわからない」

といった認知症の症状を専門的に診断する外来を開

設しました。

　 　2 交代制の導入

　病棟運営を効率化し、看護師の働き方改革を進め

るため、病棟の夜間勤務のシフトにおいて 2 交代制

を本格導入し、段階的に移行しています。

　 　在宅医療（訪問看護）の強化

　訪問看護ステーションの人員を 7人から 8人に増

員し、訪問看護の体制強化を図っています。

　 　院外処方の推進

　地域の薬局との連携を進めるため、10月 1日から、

原則、院内でお薬を処方せず、院外のかかりつけ薬

局でお薬を処方していただくようお願いしています。

経
営
再
建
に
向
け
た
取
り
組
み

　

市
で
は
、
今
ま
で
繰
り
返
さ
れ
て
き
た

市
立
病
院
の
診
療
体
制
の
後
退
や
経
営
危

機
、
病
院
経
営
が
市
財
政
へ
及
ぼ
す
影
響

を
心
配
す
る
市
民
や
市
議
会
か
ら
の
声
を

受
け
、
令
和
元
年
８
月
に
「
江
別
市
立
病

院
の
役
割
と
あ
り
方
を
検
討
す
る
委
員

会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
委
員
会
で
は
、
市
民
、
医
療
関
係

者
、
学
識
者
な
ど
が
、
地
域
医
療
に
お
い

て
市
立
病
院
が
担
う
べ
き
役
割
や
経
営
安

定
化
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
10
か
月
の

議
論
を
経
て
、
２
つ
の
答
申
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

答
申
で
は
、
在
宅
医
療
や
が
ん
治
療
の

機
能
強
化
と
い
っ
た
市
立
病
院
が
担
う
べ

き
医
療
の
重
点
化
や
、
必
要
な
医
療
従
事

者
の
確
保
に
よ
る
診
療
体
制
の
確
立
、
地

方
独
立
行
政
法
人
へ
の
移
行
と
い
っ
た
経

営
形
態
の
あ
り
方
な
ど
が
提
言
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
提
言
を
受
け
て
、
市
立
病
院
で
は

「
市
立
病
院
の
経
営
再
建
に
向
け
た
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
～
主
要
な
取
組
項
目
～
」
を
策

定
し
て
い
ま
す
。

　

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
、
経
営
再
建
に
向

け
て
、
医
師
の
招

し
ょ
う
へ
い聘

や
医
療
従
事
者
の
働

き
方
改
革
な
ど
を
積
極
的
に
進
め
、
令
和

２
年
度
か
ら
４
年
度
ま
で
を
集
中
改
革
期

間
と
し
て
、
地
域
医
療
構
想
を
踏
ま
え
た

役
割
の
明
確
化
や
経
営
の
効
率
化
を
実
施

し
、
令
和
５
年
度
で
の
収
支
均
衡
を
目
指

し
て
い
ま
す
。　

　 　経営評価委員会の設置

　進捗状況の点検や評価を行い、経営再建を着実に

推進するため経営評価委員会を設置しました。

　 　費用の削減

　委託料の仕様や電気契約を見直したほか、材料費

の契約手法を変更し、費用を削減しました。
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入院・外来患者数、診療収益の推移

　 　医師招聘を担う専任部門の設置

　医師招聘体制を強化するため、専任部門として「顧

問」、「経営推進監」を設置しました。

入院患者数 外来患者数 診療収益額

H27 H28 H29 H30 R1

2

4

6

8

10

12

14

16

18
万人

0

億円

70

65

60

55

50

45

40

35

30

0

約 57 億円 約 58 億円

約 54 億円

約 47 億円

約 44 億円

約9.1万人 約9万人

約8万人

約6.6万人
約6.3万人

約17.5万人
約17万人

約16.4万人

約14.9万人

約13.5
万人

再生の道程特 集

内
科
患
者
数

内
科
患
者
数

内
科
患
者
数

内
科
患
者
数

内
科
患
者
数

内
科
患
者
数

内
科
患
者
数

内
科
患
者
数

内
科

患
者
数

内
科

患
者
数
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